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～はじめに～ 

 この度遠田商工会では、RESAS を活用した「人口増減」、「将来人口推計」、「産業構造分析」について 

美里町・及び涌谷町の分析を行いましたので、ご活用ください。 

 

＜RESAS とは＞ 

 経済産業省と内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局が無料で提供する産業構造や 

人口動態、人の流れなどの官民ビッグデータを集約し、可視化するシステムです。 

 

 RESAS : https://resas.go.jp/ 
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１．人口増減 
  

＜用語解説＞ 

〇自然増減・・・死亡数と出生数の差による増減のこと。 
 

〇社会増減・・・転出数と転入数の差による増減のこと。 
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①美里町 

 

〇全体的に総人口は減少傾向。 

〇１９８５年から２０２０年にかけて老年人口の増加が著しいが、 

２０２５年を境に減少へと転じる。 

〇２０１０年から２０１５年にかけて全ての人口が増加傾向にあるのは、 

東日本大震災による他地域からの流入によるものと考えられる。 
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〇自然増減においては、一貫して減少に転じており、年が進むごとにその数

は増加傾向にある。 

〇社会増減においては、２０１０年から２０１５年にかけて他地域からの 

流入により増加に転じているが、その後はすぐに減少傾向となっている。 
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〇出生数の減少と共に死亡数は増加している。 

〇２０１０年から２０１５年にかけて転入数が一時的に増加しているが、 

転出数は緩やかに減少している。 

〇総人口は１９９４年の調査開始以来、一貫して減少傾向となっている。 

  



6 

 

②涌谷町 

 

〇総人口は１９８５年の調査開始以来、一貫して減少傾向にある。 

〇特に年少人口は、今後大きく減少が見込まれている。 
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〇自然増減、社会増減ともに減少傾向にある。 

〇特に２０１９年から２０２１年の人口減少が著しい。 

〇今後も総人口は減少すると見込まれる。 
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〇総人口は一貫して減少傾向にある。 

〇２０１１年に一時的に転入数が転出数を上回っているが、 

転出数は高止まりの傾向にある。 

〇出生数が減少する一方、死亡数は増加している。 
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２．将来人口推計 
  

＜用語解説＞ 

〇人口置換水準 

死亡率が一定で、人口移動がない場合に、人口が長期的に 

増えも減りもしない状態を維持するために必要な 

合計特殊出生率のこと 
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①美里町 

 

〇いずれのパターン・シミュレーションにおいても総人口の減少は 

止まらない。 

〇パターン１、シミュレーション１における差はほぼない。 

〇シミュレーション２の人口移動が無い場合でも人口減少に歯止めが 

効かないため、このままでは２０６０年には人口が１万人を下回る見込み。 
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②涌谷町 

 

〇人口減少の速度は美里町とほぼ変わらない。 

〇パターン１・シミュレーションては２０６５年には人口が 

現在の半分以下になることが予想されるが、シミュレーション２は 

同時期において１２，０００人弱となっている。 

  



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．産業構造分析 
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①美里町 

 

〇労働生産性が最も高いのは「運輸業、郵便業」。 

〇「卸売業、小売業」は従業者数、付加価値額が最も高い。 
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②涌谷町 

 

〇労働生産性が最も高いのは「農林漁業」。 

〇「製造業」は従業者数、付加価値額が最も高い。 


